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（医療機関訪問の効果測定について）
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1．医療機関訪問の取組について

令和元年5月から令和2年2月にかけて、埼玉県内にあるジェネリック医薬品の使用割合に大き

く影響を及ぼす医療機関をデータから抽出し、関東信越厚生局及び埼玉県と連携を図り、共に

訪問を行った。

訪問時には、協会けんぽのデータを地域、年齢、薬効別等に分析した「ジェネリック医薬品の

お知らせ」を医療機関ごとに作成し、使用促進の働きかけを実施した。
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4.貴医療機関の年齢別後発品数量割合2.後発品数量割合と一般名処方が含まれるレセプトによる貴医療機関の位置づけ
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貴医療機関における年齢別後発品数量割合をお知らせします。

国目標80％に達していない年齢については、特に後発品の使用促進にご協力をお願いします。
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貴医療機関にて発行した処方せんの受付人数が多い上位5薬局の後発品にかかる調剤状況を

お知らせします。
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貴医療機関における「後発あり先発品」の数量が多い薬効分類上位10種をお知らせします。

国目標80％に達していない薬効は、特に後発品の使用促進にご協力をお願いします。

「後発品数量割合（縦軸）」と「一般名処方が含まれるレセプト割合（横軸）」をもとに

貴医療機関の位置づけをお知らせします。地域の後発品使用状況を参考にしていただくとともに、

一般名処方へのご理解、ご協力をお願いします。
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貴医療機関（2018.4）◆貴医療機関（2017.10） ●地域（都道府県）の医療機関

訪問日 医療機関名 住所

令和1年5月30日 埼玉県立小児医療センター さいたま市中央区

令和1年6月6日 蕨市立病院 蕨市

令和1年6月20日
自治医科大学附属
さいたま医療センター さいたま市大宮区

令和1年7月2日 防衛医科大学校病院 所沢市

令和1年7月11日 深谷赤十字病院 深谷市

令和1年8月7日 羽生総合病院 羽生市

令和1年10月18日 西大宮病院 さいたま市大宮区

令和1年11月14日 パーク病院 白岡市

令和1年11月20日 順天堂越谷病院 越谷市

令和2年2月20日 シャローム病院 東松山市

訪問実績
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1．医科、DPC、調剤レセプトを対象（歯科対象外）。

2．以下の3つのグループに分けて使用割合及び使用割合の伸びについて測定。

① Aグループ

訪問した医療機関（10医療機関）

② Bグループ

訪問した医療機関と同程度の使用割合（平成30年4月分）の医療機関を抽出（12医療機関）

③ 埼玉支部平均

埼玉に所在地のある医療機関（約3,800医療機関）

2.医療機関訪問の効果測定について
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訪問後の期間（令和元年5月以降）を見てみると
Aグループ（訪問した医療機関）の使用割合が
Bグループの使用割合を逆転

2.医療機関訪問の効果測定について
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ジェネリック医薬品使用割合の伸び
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訪問後の期間（令和元年5月以降）を見てみるとAグループ（訪問した医療機関）
のほうがBグループおよび埼玉支部平均と比べて伸びが大きい

2.医療機関訪問の効果測定について
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2.医療機関訪問の効果測定について

NO. 医療機関名 平成31年4月 令和2年4月 差

1 埼玉県立小児医療センター 45.7% 52.1% 6.4%

2 蕨市立病院 38.2% 56.5% 18.3%

3 自治医科大学附属さいたま医療センター 65.8% 71.0% 5.3%

4 防衛医科大学校病院 69.0% 70.8% 1.8%

5 深谷赤十字病院 67.9% 68.6% 0.7%

6 埼玉医療生活協同組合 羽生総合病院 69.2% 77.4% 8.1%

7 医療法人明浩会西大宮病院 49.6% 65.3% 15.7%

8 医療法人ひかり会パーク病院 22.4% 27.6% 5.2%

9 順天堂大学医学部附属順天堂越谷病院 62.5% 64.9% 2.4%

10 シャローム病院 45.6% 45.1% -0.5%
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2.医療機関訪問の効果測定について
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（実績値） 訪問した10医療機関 埼玉支部平均

令和2年4月分の
平均使用割合

65.71% 80.28%

（仮） 訪問した10医療機関 埼玉支部平均

令和2年4月分の
平均使用割合

63.30% 80.25%

仮に10医療機関の使用割合の伸びが令和元年5月から令和2年4月までの埼玉支部平均の

伸び（2.95％）と同じ場合、埼玉支部平均の使用割合は80.25％（△0.03％）となる。

影響度

0.03%



埼玉支部におけるジェネリック医薬品の使用割合について、令和2年11月には、

当面の目標としていた80％を達成した。（直近令和2年12月診療分80.5％）
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3.ジェネリック医薬品の使用割合について

協会けんぽ（一般分）の医科、DPC、歯科、調剤レセプトについて集計したものである。（ただし、電子レセプトに限る。）

医療機関訪問
実施期間

令和2年度
広報実施期間

達成！使用率


